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１ Top News                                                 

熊本地震で発生した山腹崩壊等に対する土砂災害対策が進行！ 
～砂防えん堤１７箇所、地すべり対策３箇所、斜面対策２８箇所で対策が完了～  
 
熊本地震では、阿蘇地域を中心として山腹崩壊や地すべりなどの土砂災害が数多く

発生しました。 

県では、発災直後から崩壊土砂の撤去や大型土のう積みなどの応急対策とともに、

土砂災害に対する恒久対策となる砂防えん堤などの砂防施設の整備に取り組んでお

り、平成３１年３月に多くの砂防施設が完了しました。 

これまで砂防えん堤１７箇所、地すべり対策３箇所、斜面対策２８箇所で対策が完

了しており、引き続き、県民の生命・財産や道路をはじめとする重要インフラを守る

砂防事業等に全力で取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

平成３1（２０１９）年4 月１１日発行 

H31.3.22 復旧 H31.2.28 復旧 H31.3.22 復旧 

【南阿蘇村立野（立野川１）】 【南阿蘇村長野（火の鳥温泉地区）】 【南阿蘇村河陽（下鳥小塚地区）】 

地すべり対策 斜面対策 砂防えん堤 

復旧前 

復旧後 

復旧前 

復旧後 

復旧前 

復旧後 



2 土木部復旧・復興トピックス（平成３０（２０１８）年度下半期）              
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●１月３０日（水） 

八代港クルーズ拠点形成に向けた駐車エリア

の工事に着手 
  

２０２０年４月の魅力あるクルーズ拠点の供用

開始に向けて、国、県及びロイヤルカリビアン社の

３者が連携して整備を進めており、県は駐車エリア

の工事に着手しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●２月２２日（金） 

宇土市神馬町のがけ崩れ対策工事が完了し 

長期避難世帯の認定が全て解除 
  

 地震により被災した宇土市神馬町における

がけ崩れ対策工事が完了し、長期避難世帯に認

定されていた４世帯１３人の認定が解除され

ました。これにより、熊本地震による長期避難

世帯の認定は全て解除されました。 

●２月２日（土） 

県道八代不知火線横江大橋が開通 
  

地震により通行止めとなり、平２９年６月に

仮橋を設置していた県道八代不知火線の横江

大橋（八代市鏡町）の復旧が完了し、通行可能

となりました。 

 

●２月１５日（金） 

南阿蘇村の災害公営住宅が完成 
  

被災者のすまいの再建に向けて、市町村と連携

して整備を進めている災害公営住宅が南阿蘇村

下西原第１団地（２８戸）で完成しました。 

 

 

●１月２９日（火） 

県道熊本高森線の４車線化工事に着手 
 

地震により甚大な被害を受けた熊本都市圏東部

地域の創造的復興に向けて取り組んでいる県道熊

本高森線の４車線化工事に着手しました。 

 

 

 

４車線化の整備イメージ 
【復旧前】 

【復旧後（テープカットの様子）】 

下西原第１団地  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●３月１３日（水） 

県道小川嘉島線府領第一橋が開通 
  
地震により崩落した県道小川嘉島線の府領第一橋

（甲佐町府領）の復旧工事が完了し、２年 11 カ月

ぶりに通行が可能となりました。 

 

●２月２３日（土） 

国道５７号北側復旧ルート 

二重峠トンネルが貫通 
  

国により復旧が進められている国道５７

号北側復旧ルートの二重峠トンネルが貫通

し、全線貫通式が開催されました。 

2020 年度の全線開通に向けて、引き続き

工事が進められます。 

 

●３月２０日（水） 

甲佐町における災害公営住宅の整備が全て完了 
  

被災者のすまいの再建に向けて、市町村と連携して整備を進めている災害公営住宅が甲佐団地

（３０戸）で完成し、１月に完成した白旗団地（10 戸）、乙女団地（１２戸）と合わせ、甲佐町に

おける全ての災害公営住宅の整備が完了しました。 

１２市町村で 1,717 戸の災害公営住宅を整備する予定であり、2020 年春の完成を目指してい

ます。 

 

 

国土交通省提供 

●４月１日（月） 

益城復興事務所を益城町内に移転 
  
県道熊本高森線４車線化及び木山

地区の土地区画整理事業を担当する

益城復興事務所を熊本市から益城町

に移転しました。 

これにより、住民に寄り添った迅

速な対応が可能になるとともに、事

業のさらなる加速化が期待されま

す。 

 

 

【災害公営住宅の整備状況】 

●３月２３日（土） 

南阿蘇鉄道高森駅周辺再開発グランドデザインの 

公表会を開催（くまもとアートポリスプロジェクト） 
  
県と高森町主催で、高森駅の建替えや駅周辺の再開発の構想

となるグランドデザインを発表する公表会を開催しました。 

※平成 31 年３月末現在 

 

 

外観  内観 

甲佐団地 

【復旧前】 

【復旧後】 

 

 
国土交通省提供 

高森駅周辺完成イメージ図 
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３ 阿蘇へのアクセスルートの復旧状況                                                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●また、地震から３年を契機として、これまでの復旧・復興の取組みをまとめた資料

を県ホームページ上に公表しています。詳細はこちら↓ 

【平成 28 年熊本地震パンフレット(土木部版）】https://www.pref.kumamoto.jp/kiji_27331.html  

 

４ 熊本地震等に伴う公共土木施設災害復旧事業（県施工分）の進捗状況（件数ベース）    

平成３１（２０１９）年２月末現在 

 

 

 

 

 

〇記事に関する問い合わせ〇  

熊本県土木部監理課政策班 

ＴＥＬ：096‐333‐2483  

道路・橋梁 
（595 件） 

 

 

河川 
（632 件） 

 

 

砂防・急傾斜・ 
地滑防止施設 
（147 件） 

下水道 
（１件） 

 

 

公園 
（４件） 

合計 
（1,404 件） 

 

 

港湾・海岸 
（25 件） 

 

契約率 99.3％（591 件） 
完了率 84.5％（503 件） 

契約率 99.5%（629 件） 
完了率 81.3％（514 件） 

契約率 100％（25 件） 
完了率 100%（25 件） 

契約率 96.6％（142 件） 
完了率 66％ （97 件） 

契約率 100％（１件） 
完了率 100％（１件） 

契約率 100％（４件） 
完了率 100％（４件） 

契約率 99.1％（1392 件） 
完了率 81.5％（1144 件） 

     契約率：工事請負契約を締結したもの 

     完了率：工事が完了したもの 

どんどん復旧

が進んでいる

モン！ 

阿蘇地域へのアクセスマップ （H31.3.31 現在） 

 

さらに詳しい情報は  阿蘇へのアクセスについて  検索 

 

：全面通行止め区間 

：全面通行止め箇所 

ミルクロードルート 

長陽大橋ルート 

俵山トンネルルート 


